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3．結 果 
3.1．被調査者の分類 













 高校生のソーシャル・サポートを調査したところ，得点は 2.96 点であった(Table 2 )。この
得点を一般大学生(３年生)と過年度生・留年生と比較検討した。ソーシャル・サポート得点に
対して，学生分類による１要因３水準分散分析を行った結果，条件差は有意であった(F (2, 37) 







意でなかった(F (2, 37)=0.06, n.s. )。高校生，一般大学生，過年度生・留年生の身体的症状
に違いはみられなかった。 
 不安と不眠 不安と不眠得点に対して，学生分類による分散分析を行った結果，条件差は有
意でなかった(F (2, 37)=0.75, n.s. )。高校生，一般大学生，過年度生・留年生の不安と不眠
に差はみられなかった。 
 
Table 1 被調査者の分類 
   大学生  
  
高校生 
 一般大学生  過年度生・留年生  
 被調査者数 15  15  10  
 平均年齢(歳) 17.27  20.47  21.80  
 年齢幅(歳) 17～18  20～21  19～26  
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 社会的活動障害 社会的活動障害得点に対して，学生分類による分散分析を行った結果，条
件差は有意でなかった(F (2, 37)=0.97, n.s. )。高校生，一般大学生，過年度生・留年生の社
会的活動障害に違いはみられなかった。 
 うつ傾向 うつ傾向得点に対して，学生分類による分散分析を行った結果，条件差は有意で







の間には負の相関の有意傾向がみられた(r =-.230, p <.10)。ソーシャル・サポートを得られ
るほど，社会的活動障害が低くなると考えられる。また，ソーシャル・サポートとうつ傾向と









Table 2 高校生・大学生のソーシャル・サポートと精神的健康 
   大学生  
  
高校生 
 一般大学生  過年度生・留年生  
 ソーシャル・サポート a) 2.96  3.12  3.54  
  (0.43)  (0.53)  (0.39)  
         精神的健康 b)       
   身体的症状 2.03  2.03  1.98  
  (0.45)  (0.49)  (0.43)  
   不安と不眠 2.15  2.28  2.00  
  (0.55)  (0.52)  (0.66)  
   社会的活動障害 2.08  1.87  1.98  
  (0.56)  (0.33)  (0.30)  
   うつ傾向 1.58  1.47  1.10  
  (0.76)  (0.65)  (0.24)  
        N = 40 
a) 表中の平均値は１～４の値をとりうる(「あてはまらない」から「あてはまる」)。(  )内の数値は標準偏差を 
  示す。得点が高いほどソーシャル・サポートの利用可能性が高いことを示す。 
b) 表中の平均値は１～４の値をとりうる。(  )内の数値は標準偏差を示す。得点が高いほど当該の精神的健康状 
  態が良くないことを示す。 
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Table 3 ソーシャル・サポートと精神的健康との相関関係 
精神的健康 身体的症状 不安と不眠 社会的活動障害 うつ傾向  
      
 ソーシャル・サポート -.147 .284 -.230 + -.326 *  
      
N = 40  
+ p <.10,  * p <.05 
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